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取組内容とその成果

プログラムの目的及び内容

本学では、これまでも入学時から各学部の導入教

育、正課のキャリア教育、全学的で多様なインター

ンシップ等、多彩な就職活動支援を展開している。

本取組では、これら一連の支援の中でも、特に具体

的な就職活動支援において、キャリアカウンセリン

グを基軸としたきめ細かな学生相談体制とともに、

年間1,000社を超える企業を学内に招く各種セミナー

や、各界で活躍するOB・OGとの懇談会の実施など、

学生の意気を鼓舞する目に見えるダイナミックな支

援事業を重点化して展開することによって時代の景

気の良し悪しに関係なく、学生にしっかりとした進

路・職業選択ができる力を涵養することを企図して

いる。

到達目標

本取組は、就職決定率の向上や大手著名企業等へ

の就職者数の増大だけを目指すに留まらない。学生

が自分自身で自己実現の目標を設定し、目標に対す

る達成度及び満足度を向上させることこそが重要と

考えている。これらを捕捉することによって、本学

の取組を検証する指標になると考えている。

プログラムの実施内容

時代の景気の良し悪しに関係なく、しっかりとし

た進路・職業選択ができる能力を涵養するため、企

業研究会や対策講座の実施、及びキャリアカウンセ

リングを基軸としたきめ細やかな学生相談体制を整

えることにより、学生一人ひとりの勤労観・職業観

を育成するとともに、自ら掲げた目標の実現のため

に考えて行動できる「考動力」を備えた自律型社会

人の育成を図ることに本プログラムの意図はある。

内容としては（別紙１）、当該学部４年次・修士１

年次生対象には①５･６･ ７･ ９･11 月に学内で合同

企業研究会を実施、②６･９月には採用継続調査を

企業に実施、③６月～翌年３月まで学生の就職活動

状況調査を逐次実施して内定状況の把握を行い、未

内定者の拾い上げと個人指導に繋げた。

さらに学部３年次・修士１年次生対象には①５～

６月には就職活動準備講座を実施して意識を高め、

夏休み期間中の大規模なインターンシップを挟んで

②９月には東京ツアー（経済・政治の中心地である

首都圏での就職をイメージするための啓発行事）を

実施し、③ 10 月～２月には各種就職活動対策講座を

実施し、④ 12 月には学内企業研究会や全国有力企

業研究会など 250 社を超える企業の協力を得て開催、

２月には約 600 社による学内合同企業研究会を実施

した。これらに加えて、就職専門相談員を置いて学

生一人ひとりと向き合う個別の相談対応（別紙２表

１）を図った。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

2009( 平成 21) 年度に採択を受けた段階で、本事業

に関する要旨を本学の機関誌である「REED第 18 号

2009（平成21）年８月 25 日発行）に掲載したのをはじ

めとして、教育後援会（保護者組織）の会報「葦」

第 144 号 2009（平成 21）年 12 月 18 日発行）にも本

取組の趣旨を紹介して周知を図った。

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

取組内容における個々の行事では、その都度、可

能な限り学生による評価及び参加状況を検証して、

次回のプログラム実施の改善に資することとした。

（別紙３及び別紙４）

また、就職結果については、進路決定登録の際に

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35
学校法人 関西大学

景気に左右されない職業選択力を育む関西大学キャリアサポート

私立 関西大学
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満足度を問う調査を行い、その結果の推移を就職決

定率の変化と合わせて本取組の成果指標として捉え

ることができた。

②到達目標に達したか。

本取組として所期に予定していた事業計画は全て

実行できた。2011( 平成 23) 年度については東日本大

震災の影響等を考慮して、部分的に更に充実させる

ために付加したものもある。

究極の到達目標となれば、就職活動希望者が 100%

の就職を果たすことであろうが、残念ながら実際は

そこまでは望めない。学部生の就職活動者に対する

就職決定率は、2009( 平成 21) 年度で 93.6％（別紙５）、

2010( 平成 22) 年度で 94.3％（別紙６）となり、上昇

する結果となった。2011( 平成 23) 年度については、

現在も集計中のため精緻な報告は現時点では叶わな

いが、これまでの期中サンプル調査の傾向を見ると

概ね昨年度以上の成果が見込まれる。

また、就職決定時の決定先の満足度（別紙２表

２）については、2009( 平成 21) 年度では大変満足

が 47.3％、大体満足が 45.7％で 93％の学生が満足し

ている回答を寄せ、2010( 平成 22) 年度は大変満足が

50.7％、大体満足が 44％で 94.7％の学生が満足した

旨の回答を寄せており、本取組での就職活動支援が

機能したひとつの結果と評価できる。

但し、本数値を見ると何れも非常に高い満足度を

示す結果となったが、これが本当に自己の選択した

就職先に対して満足を示しているのかを検証する必

要があると考えている。というのも 2010( 平成 22) 年

度の卒業生に対して、大学全体の自己点検・評価活

動の取組として、就職事項だけではなく大学の教育

や研究事業、その他学生サービス等全般にわたるア

ンケート調査を卒業式当日に実施した。その調査結

果によると、就職先への満足度は 78.9％とキャリア

センターへの決定報告時に比して幾分低い数値が表

われている。これは、決定時においては就職活動が

帰結したという満足が大きく含まれているので、そ

の時は高い数値を示しているが、卒業時のように実

際社会に進出する直前とでは意識の変化が伴ってい

るのではないかと考えられる。残念ながら 2009( 平

成 21) 年度においては卒業時のアンケート調査を実

施していなかったので、この時点での満足度の変移

については触れることが出来ない。また、2011( 平成

23) 年度については、キャリアセンター及び大学全

体の評価アンケートの何れも現段階で未集計である。

今後も継続的に経年観測をはかる必要があると考え

ている。

③具体的な成果は何か。

前述のとおり、就職希望者に対する就職率及び

就職決定先に対する満足度に関しては、何れもが

２ヵ年のうちに向上する結果となった。最終年度の

2011( 平成 23) 年度実績については、本報告書作成段

階では集積できていないが、例年実施されている文

部科学省のサンプル調査の傾向値を見ると 2011( 平

成 23) 年度についても上昇傾向にある。

また、2007( 平成 19) 年度のリーマンショック以降

の厳しい雇用環境にも関わらず、実社会の企業と連

携して産業や職業に関する理解を深める取組を充実

して、学生が未来に落胆することなく職業選択がで

きる場面を継続的に提供できた。これは、本学の歴

史と伝統、そして本学出身者が各界で活躍している

評価とともに、本学が次代を担う人材育成に大学教

育の一環として真摯に取り組んでいる理解が広まっ

ているものと自己評価できる。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

本取組の二つの主軸は、企業等の協力を得て、ダ

イナミックに学生の就職活動支援のプログラムを提

供することによって学生の意気を鼓舞することと、

学生の一人ひとりの相談にきめ細かな相談対応体制

を整えるために、就職専門相談員（キャリアカウン

セラー）制度を導入したことである。

従来から本学ではキャリアセンターにキャリアデ

ザインルーム（進路支援室）を設置して、キャリア

デザインアドバイザー（産業カウンセラー等の資格

を有した専門家）を配置して個別のキャリアカウン

セリングを展開していたが、本制度は学年を問わず、

また事前予約制での対応を行っており、時間を急ぐ

就職相談に特化出来ない部分があった。しかし、今

回の助成により就職活動を専門に相談できる別体制

を敷くことができ、本学としては就職・進路に関す

る相談体制を骨太にシステム構築できることが叶っ

た。

特に学生一人ひとりの相談に重点を置いた相談体

制は継続的に制度として整備する予定としているが、

それらのカウンセリング記録から読み取れる学生の

実態を把握して、本学の教育体系に提言できる基礎

資料としての活用が考えられる。
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雇用環境が好転しても、学生の就職難の根本的な

問題解決はなかなか進まないと考えられる。それは、

雇用者側が求める人材像と学生の実態とにズレが生

じているからである。大学としては、社会的経験が

乏しい現代の若者をいかに社会に目を向けさせ、社

会が求めている機能と役割を理解させ、必要な対応

能力としっかりとした学力を備えさせることが大学

教育として受け止めなければならない重大な使命で

あると考えている。

学生の資質の変化や雇用環境の状況を鑑みると、

両軸は今後も重要な取組として継続して実施してい

く予定である。

２．今後の計画

本取組に対する助成によって、様々な支援行事や

就職専門相談員確保に資することができたが、本助

成終了後も本学独自の予算を確保し、同レベル以上

の取組を展開する予定である。

特に本学の事情として多キャンパス化に伴う学生

サービスの充実が必須であり、本部となる千里山キャ

ンパスを中心として高槻、高槻ミューズ、堺といっ

た全てのキャンパスの学生に対して同質のキャリア

形成・就職活動支援のプログラムを提供する準備を

整えている。

また、次段階の取組として、これまで構築してき

たキャリア形成・就職活動支援システムを基盤に、

我が国の次代を担う人材養成の命題に応えるために、

グローバル化社会に対応できる人材養成システムを

キャリア教育の観点から構築中である。

本学としてのグローバル人材養成は、単に語学力

に長けた学生を育てることに留まらず、日本人・外

国人留学生を問わず現代社会の国際事情を理解した

上で、我が国の立ち位置を理解して我が国の発展に

寄与できる人材を育成することを趣旨としている。

そのためには、クリティカル・シンキング及びロジ

カル・シンキングができるためのトレーニングや、

国籍や年齢の異なる社会人や学生との交流を含めて、

外地での体験実習をも取り組む内容のものを想定し

ている。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

未内定者については、５月（211 社）、６・７月（91

社）、９月（54 社）、11 月（33 社）に学内で合同企

業研究会を開催するとともに、５月には「就活継続

者対象ガイダンス」８･９月には「就活リスタート

講座」と称して、これまでの就職活動を振り返って

検証して、新たな気持ちで次の就職活動に臨む講座

を提供している。併せて大学として最新の求人情報

を入手するために、６月、９月に採用活動継続調査

を企業側に行い、就職活動継続学生に提供している。

また、キャリアセンター専任スタッフ及び就職専門

相談員が未内定者に連絡をとって呼び出しを行い、

個別の就職相談を断続的に実施している。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

本学では 2005( 平成 17) 年度よりキャリアセンター

内に卒業生就業支援室を設置して、卒業後も概ね５

年程度まで就業に関する個別相談、学内就職支援イ

ンターネット・システムの利用、既卒者向け求人情

報の提供、就職活動に資するセミナーの実施等を無

料にて支援している。

因みに同支援室の利用登録者は 2009( 平成 21) 年度

が 670 名、2010( 平成 22) 年度は 603 名、2011( 平成

23) 年度は 631 名である。
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資 料

別紙１平成 23 年度行事参加人数一覧
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平成 23 年度行事参加人数一覧
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別紙３

別紙２
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別紙４

平成 23 年度 全国有力企業研究会の実施について（報告）
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別紙５

平成 21 年度 就職状況 < 全体 >
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別紙６

平成 22 年度 就職状況 < 全体 >
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実  地  視  察  報  告

視察日：2012(平成24)年11月19日（月）

総　 評

大学は、４つのキャンパス、11 学部、学士課程

生約 27,000 名を擁する大規模大学である。毎年の

卒業生は約 7,000 名。多数の学生の就職活動を、き

め細かく丁寧に導くためには相応の工夫と努力が必

要である。メインキャンパスにキャリアセンターを

持ち、キャリアデザインルーム（進路支援室）を設

けて、専門資格を持つカウンセラーを配置し、学年

を問わずカウンセリングに応じている。しかし、リー

マン・ショック以後、学生の相談数は激増した。そ

のため企業などの協力を得てキャリアカウンセラー

を配置し、各種のプログラムを提供し、二つの相談・

指導体制を確立した。

キャリアデザインでは、正課の授業を設け、導入

教育科目にもキャリアデザインを取り入れるなど指

導体制が整った。現在ではキャリアセンターでは、

キャリアプランニングセミナー、インターンシップ

ガイダンス、就職ガイダンス、就活準備講座、就活

対策講座など、数多い取組が実施されている。1,000

社を超える企業の参加、OB、OG などの協力など

を得て、年間を通じて活発な支援がなされている。

学生の就活時の大学の支援に対する満足度は極め

て高く、大学の支援が奏効している。父母組織であ

る教育後援会の参画を得て、メインキャンパスや

16 地方都市で就職相談会を開くなど、父母を介し

ての就職支援行事も大規模なものである。大学の東

京センターを活用した東京バスツアーなども実績を

上げてきた。総じて見れば、正統的な取組であるが、

その取組は懇切丁寧であり、その成果は学生の卒業

時の満足度調査にも示されている。

個別事項
キャリアセンターにおけるキャリアデザインルー

ムは、産業カウンセラーなど資格を有するスタッフ

を配置し、常時、学生の相談に応じている。これに

加え、人材派遣機関などの応援を得て、就職専門相

談員・キャリアカウンセラーも同時に配置してい

る。キャリアカウンセラーは、相談のピーク時には

20 人にも及ぶスタッフを確保して学生の相談に応

じている。すなわちデザインルームのキャリアアド

バイザーは、学生のキャリアに向けてキャリア教育

科目を各学部に設けるなど、学生の就活に向けての

資質・能力を培うことに重点が置かれ、グローバル

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

「考動力」をもった自律型社会人を育成しようと、

導入教育、正課キャリア教育、インターンシップな

ど多様な就職支援活動を展開している。すでに実績

を積んだ優れたプログラムであり、特に保護者の参

画が重要な支援の一端を担っている。参加学生から

の評価も高い。複数キャンパスのなかでも同質のプ

ログラムが個々のキャンパスで、どのように展開さ

れ、成果を上げていくかは大いに期待が持て、複数

キャンパスをもつ大学の参考となる。

評  価  結  果
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社会へ向けての人材育成などを志向している。

キャリアカウンセラーは、現実の就職活動を支援

することを主たる任務としており、企業や校友会な

どの協力のもと、大規模なプログラムを展開してい

る。特に、父母の参画は大学の特色であり、５月に

開催される教育後援会（父母組織）主催の教育懇談

会、就職相談会には、約 7,000 名の父母が参加する。

就職相談をする父母はこの機会に大学に相談する機

会があり、大学と父母が学生の就職支援をする体制

を作っている。

また、３年生対象の就職説明懇談会では、全教員

が大学内に待機して、父母や学生の相談に応じる体

制を整えている。KICSS（関西大学インターネット・

キャリア・サポート・システム）と呼ばれる就職支

援のデータベースがあり、１年次から誰でもアクセ

スでき、就職に係わるイベント情報などを容易に得

ることができる。就職未定者や卒業生に対しても「就

活リスタート」講座などを開講して、学生支援を万

全なものにしている。




